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 第 2 章「女たちの余白に」では、男性との関数では算出されない〈女〉、Lacan の言
を借りれば「存在しない〈女〉」を、いくつかの事件・出来事のなかに発見することを
試みた。考察の対象となるのは、Marguerite Duras が描く二人の女、Euripides のメ



























	 第 5 章「ある事例に寄せて」では、ひとつの症例を詳細に吟味した。これは贈与や性
そして行為や固有名の問題がポリフォニックに鳴り響くこの症例を通じて、第１章から
第 4 章までの考察が具体的にどのように展開するのかという臨床的応用の作業でもあ
った。最後に、症候の消去に邁進するアプローチと区別して、個別的な主体の本質をな
すものとしての〈症状〉に場所を与える精神分析の立場を明確にした。 
	 以上の考察により、欠如の受入れからさらに一歩踏み出した主体のあり方を提示し、
精神分析の出口の新たな可能性を展望した。今後の課題は、こうした可能性が実際の臨
床においてどのような射程をもつのかを明確にしていくことである。 
 
 
 
 
 
	  
 
 
 
 
